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(2) 第 1 章で得られた知見を応用し、アルキル基の炭素一炭素不飽和結合へのラジカル付加を鍵過程として含むカル
ボ、マグネシウム化反応を開発している。本反応で得られるべンジルおよびアリルマグネシウム化合物は種々の求電子
剤で捕捉することが可能であり、本反応はアルキル基を含む多様な官能基をオレフィンやジエンに導入する手法とし
て、合成化学的に有用であると考えられる。
(3) チタノセン触媒とブチルグリニヤール試薬存在下、アリルエーテルとクロロシランの反応を低温下で行うことに
より、アリルシランが効率よく得られることを見出している。また、本反応の機構を検討した結果、アリルエーテル
の 2価チタノセン錯体への酸化的付加を経て反応が進行することを明らかにしている。さらに、本反応がアリルエー
テルの極'性転換手法として合成化学的に有用であることを示している。
以上のように本論文は、チタノセン触媒とグリニヤール試薬を組み合わせて用いることにより、新しい触媒反応が
進行することを明らかにしたものである。これらの反応系は、チタノセン錯体の性質を巧みに利用した触媒反応であ
り、従来型の触媒反応系において用いることが困難とされてきた基質を利用することができる新しい合成手法として
有用である。さらに、本反応がアート型錯体を鍵活性種とする新しい反応機構により進行することを明らかにし、有
機金属化学の発展に大きく寄与する重要な知見を得ている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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